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例　　言

１　本書は、散策しながら遺跡が学べるガイドブック「小田原の遺跡探訪シリーズ」として作成しました。今号は、

令和 3 年（2021）に小田原市・橘町合併50周年を迎えたことを記念し、第17号として市内小船で区画整理事業

に伴って発掘調査を実施した際に発見された小船森遺跡周辺に広がる遺跡を紹介しています。

２　本書の刊行は、令和 3 年度国庫補助事業である「地域の特色ある埋蔵文化財活用事業」の一環として行いまし

た。

３　本書の作成に関しては、以下の諸氏・諸機関からご指導・ご協力を頂きました。記して感謝申し上げます。

　　（敬称略・順不同）　小池　聡、白政晶子、株式会社 盤古堂、小田原市立中央図書館

４　本書の作成は、小田原市文化部文化財課三戸芽が担当者となり、同課佐々木健策・土屋健作・土屋了介・早野

路子・野尻夏姫の協力を得ました。写真の撮影・編集は、市毛秀人の協力を得ました。散策マップの作成にあ

たり、萩原清香の協力を得ました。

５　本書では、旧橘町周辺に広がる遺跡を中村川流域に広がる遺跡として紹介します。

[表　紙]　小船森遺跡の埋蔵銭出土状況（南から）

[裏表紙]　小船森遺跡出土　弥生時代後期壺

第１図　遺跡周辺位置図（1/30,000）
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Ⅰ　大地の隆起で「湾
わん

」から「潟
かた

」へ

１　中村川流域に形成された内湾

　小田原市の東部と二宮町との市町境には、大磯丘陵が位置します。大磯丘陵南西縁
には、「中村原面」と呼ばれる標高20～28mの完新世の海成段丘が発達し、中村川（河
口付近では押

おし

切
きり

川）が流れています。本書で扱う中村川流域一帯は、地震による隆起
により相模湾沿岸では最も早く離水し、段丘化した場所です。これは、古中村湾に形
成された下

しも

原
はら

層という縄
じょう

文
もん

海
かい

進
しん

最盛期直前の土層に含まれる貝化石群の変遷から明ら
かになっています。まず、古中村湾の変遷を見ていきましょう（第 2 図）。
　古中村湾は、約9,000～7,500年前の形成期には湾口の細長い、遠浅で干潟の広がる
入江だったと考えられています。約7,500～6,500年前の古中村湾の拡大発展期には湾
口の幅はそれほど変わりませんが、内湾は拡大し、現在の海岸線から約2.5㎞奥まっ
た小田原－厚木道路付近まで海が入っていました。周辺で確認されている貝類化石群
の検討によると、急激な海面上昇に伴って古中村湾は形成期よりも水深が深くなり、
湾口部は沿岸流による砂の堆積で浅くなり湾内への外洋水の流入は弱まりました。し

写真１　相模湾と中村川流域の地形
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かし、約6,500年前に大磯丘陵で発生した巨大地震に
伴う大地の隆起によって、古中村湾は消滅しました。
そして、鬼

き

界
かい

アカホヤ火山灰（K-Ah）の降灰した約
6,300年前には「古中村潟」へと姿を変えていました。
　縄文時代前期の羽

は

根
ね

尾
お

貝
かい

塚
づか

がつくられたのはこの時
期で、木製品や骨角製品などの有機質の遺物が良好な
状態で発見され、出土品458点が神奈川県の重要文化
財に指定されています。
　羽根尾貝塚については、遺跡探訪シリーズ１『羽根
尾遺跡群 ―羽根尾貝塚・羽根尾横穴墓群と周辺遺跡
― 』で紹介していますので、詳しくはそちらをご参
照ください。
　このような「湾」から「潟」への変化は、かつて小
船地区で見られた露頭で観察することができましたが、
現在は造成工事で削平され、見ることができません

（第 3 図）。

第２図　古中村湾から古中村潟
への変遷（松島2006を改変） 第３図　小船の地質柱状図（松島2006に着色）

「湾」形成期
（9,000〜7,500年前）

「潟」形成期
（5,500年前）

拡大発展期
（7,500〜6,500年前）
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２　発掘された中村川流域の遺跡

　中村川流域は、市内でも遺跡が多く分布する地域の一つで、丘陵部には古墳時代の
横穴墓が分布するという特徴があります。時代ごとに遺跡を見ていくと、縄文時代は
前述した羽根尾貝塚（№223遺跡）のほか、前期の遺物包含層を検出した道

どう

場
じょう

城
しろ

山
やま

遺
跡（№66遺跡）、晩期の土器群が出土する前

まえ

川
がわ

山
さん

王
のう

前
まえ

遺跡（№82遺跡）があります。
　弥生時代及び古墳時代は、羽根尾横穴墓群（№162～167・188・234～236・242・
243遺跡）や現在の橘中学校周辺で集落跡が発見された羽

は

根
ね

尾
お

堰
せき

ノ
の

上
うえ

遺跡（№159遺
跡）などの遺跡が河川流域の段丘面を中心に分布します。海浜部の独立丘陵上には前

まえ

川
がわ

右
う

近
こん

屋
や

敷
しき

遺跡（№82遺跡）や前
まえ

川
がわ

向
むかい

原
はら

遺跡（№267遺跡）があり、縄文時代晩期か
ら弥生時代前期の土器群が出土しています。
　奈良・平安時代では、調査内容に課題があり注意が必要な遺跡ですが、道場城山
遺跡・殿

との

窪
くぼ

遺跡（№175遺跡）で 8 ～ 9 世紀の竪穴住居跡が見つかっています。また、
前川向原遺跡で 9 世紀末から10世紀の竪穴住居跡を検出しています。
　中世の遺跡では、小船森遺跡（№153遺跡）で重要な発見がありました。小船森遺
跡の周辺は、源頼朝の家臣で頼朝挙兵の主力として活躍した中村氏と関連深い地域と
して伝承のある土地で、12世紀後半から15世紀中頃までの遺構が展開しています。
　近世には、1707年の富士山噴火により甚大な被害を受けたとされ、小舟村（小船
村）の被害状況を記した文献資料が残っており、畑地としての土地利用と当時の人々
の苦労が偲ばれます（写真 2 ）。

写真２　『開発馬飼料麦種買代三色金割付連判帳（小田原市立中央図書館蔵）』に
　　　　記された宝永年間の富士山噴火による小舟（小船）村の被災状況
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Ⅱ　小
お

船
ぶね

森
もり

遺跡

１　地中から見つかった4,838枚の埋蔵銭

　平成7年（1995）から小船森地区で土地区画整理事業に伴う発掘調査が行われまし
た（写真 3 ）。調査はA地区とB地区に分けて合計9,192㎡に及ぶ広大な範囲が発掘さ
れ、弥生時代から平安時代までの土器群の良質な資料が得られました（第 5・6 図 ）。
　また、特に注目すべき発見として、中世の土坑の中から総枚数4,838枚に及ぶ銭の
出土があげられます（写真 4 ・ 6 ）。この土坑は直径約48㎝で、銭の底には直径約27
㎝、厚さ約 1 ㎝の円形の板が敷かれており、曲

まげ

物
もの

に入れられて地中に埋められたと考
えられています。
　銭は「緡

さし

」と呼ばれる状態で出土しており、62種類の銭で構成されています。埋蔵
銭が地中に埋められた理由については、経済活動や財産の保全のために当時の人が備

写真３　小船森遺跡の発掘調査の様子（西から）
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蓄した、あるいは呪術的な意味を求めて埋納したなど諸説あります。市内でもこの小
船森遺跡ほどまとまった埋蔵銭の出土事例はなく、珍しい例として注目されます。
　出土した銭の最古銭は、「開元通寶（唐：621年初鋳）」で最新銭は「宣徳通寶

（明：1433年初鋳）」でした。最多銭は「永楽通寶（明：1408年初鋳）」で、653枚と
全体の13％を占めていました。「一緡」の単位は、西日本と東日本で異なります。こ

写真４　出土した銭

写真５　埋蔵銭の出土状況を取材する様子 写真６　65号土坑の埋蔵銭出土状況（南東から）
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こでは銭97枚で百文とする省
せい

陌
ひゃく

法
ほう

（百文未満の銭を束ねて、百文として通用させる
慣行）によると考えられ、五貫文（5,000文）の銭が曲物に入れられて収められてい
たと推測されます。
　小船森遺跡のB地区は、段丘面の広範囲に井戸跡や溝状遺構などが構築され、中世
でも古い年代の陶磁器やかわらけが出土しています。中村荘を本拠地とした源頼朝の
家臣である中村氏の居館跡想定地が近隣にあることから、中村氏に関連する遺構であ
る可能性があります。中世後半になると埋蔵銭が埋められる状況となりました。

２　墓域から集落へ

　小船森遺跡では、調査区の一番南側で古墳時代の円墳の周
しゅう

溝
こう

がみつかりました。規
模は、内径が14m前後、外径は20m前後で、遺構の大半が削平されており、周溝が深

写真７　１号古墳航空写真（東から）
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さ30㎝前後残っているだけの状況でした。この
周溝からは96点の滑

かっ

石
せき

製
せい

臼
うす

玉
だま

（写真 8 ）と滑石
製勾

まが

玉
たま

1 点（写真 9 ）が出土しており、 5 世紀
代の赤彩の施された土

は

師
じ

器
き

丸碗とともに見つ
かっていることから、副葬品として納められて
いた可能性があります。
　隣接する小船永福遺跡第Ⅰ地点でも古墳が見
つかっており、 5 世紀代に中村川の低位段丘面
に古墳群が形成され、 6 世紀代に入り削平等を
受けて集落域へ転換していったと考えられます。
　また、古墳時代前期の土器廃棄場（ 2 号特殊
遺構）からは88点の土器が出土しています。こ
の遺構は、自然地形である窪みを利用した、長
径3.4m、短径2.0～17.3mの大型の落ち込みです。
ここでは、特にお供えものなどに使用されたと
考えられる高

たか

坏
つき

や器
き

台
だい

が多く出土しています
（写真11）。
　なぜ器台が多く捨てられたのかは、この遺構
の性格や立地と関係すると考えられますが、周
辺の調査事例が少なく、はっきりとした答えは
導き出せていません。

写真８　１号古墳出土　臼玉

写真10　遺構外出土　馬具か 写真11　古墳時代前期の土器廃棄場出土資料

写真９　１号古墳出土　勾玉
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３　弥生時代の「絵画土器」

　小船森遺跡から出土した土器片には、角のある鹿と矢を射る人物が線刻されたもの
があります（写真12）。弥生時代の青銅器（銅鐸など）、木器、土器にはしばしば動物
や人物などの図像表現である「絵画」が描かれます。
　銅鐸や土器に描かれる図像は、鹿・人物・高床式建物・魚・鳥・カエル・ヘビ・ア
メンボ・イモリなど弥生人の生活世界において身近に存在したものがモチーフとなっ
ています。描かれる図像の組み合わせや位置関係には規則性があります。例えば、ア
メンボや魚などの水・水田と関連する生物群は鹿やイノシシと組み合わさることはあ
りません。また描かれるモチーフ間の関係は、並列関係・捕食関係・衝突関係の三つ
に整理できます。これらの図像の構造分析から人間と自然の対立関係、弥生人が水田
によって自然の超克を志向する世界観を持っていたとの指摘もあります。
　小船森遺跡で出土した土器に描かれた図像は鹿と人物です。鹿は、弓を持った人間

（男）に射かけられていたり、手で押さえつけられていたりと、人間（男）に打ち負
かされる存在として描かれます。鹿の角は毎年生え変わり収穫の季節である秋には抜
け落ちることから、水田稲作との結びつき、再生のシンボルとして土器に描かれたと
考えられています。
　絵画土器は、弥生時代中期後葉に近畿地方で盛行します。最初に絵画土器が注目さ
れたのは、奈良県田原本町の唐

から

子
こ

・鍵
かぎ

遺跡で見つかった鹿の絵でした。奈良県の清
し

水
みず

風
かぜ

遺跡では複数の矢を射かけられる鹿が描かれています。また複数の鹿を背後から弓
を持った人物が追いかける意匠が石川県の八日市地方遺跡では描かれています。

写真12　弥生時代の土器片に描かれた鹿



－ 8 － － 9 －

　こうしたことから、稲作の技術や道具が西日本からもたらされたと共に、絵画土器
に象徴されるような世界観や身の回りのモノ・コトの認識の仕方も次第に広がって
いったと考えられます。
　弥生土器の絵画については、「土器に描いた」という事実が重要であり、出来上
がった土器を鑑賞する意思はなかったとの指摘もあります。
　小船森遺跡で出土した絵画土器の線刻は、注意深く見ないと見落としかねない浅い
線で描かれています。小船森遺跡で生活した弥生時代の人びとはどのような思いをこ
の鹿と人物に託したのでしょうか。

第４図　 鹿が描かれた各地の土器（神奈川県教育委員会2012『平成23年度かながわの遺跡展・巡回展
弥生時代のかながわ ―移住者たちのムラと社会の変化― 』を改変）
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第
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Ⅲ　中村川下流域に形成された墓と集落

１　古墳時代の墓域と集落跡―小
お

船
ぶね

永
えい

福
ふく

遺跡第Ⅰ地点

　小船永福遺跡第Ⅰ地点は、小船森遺跡A地区の西側に位置します。調査では、調査
範囲全体で近世以降の耕作による畝状の落ち込みが見られ、畑地として利用されてい
たことがわかりました。中世では13世紀末から14世紀前半の柱穴群が、見つかってい
ます。また、平安時代の集落の周辺域に構築される円形土坑が見つかっていることか
ら、本地点の西側などに集落が広がる可能性が考えられます。
　この地点では、特に弥生時代後期から古墳時代前期の集落跡と方形周溝墓、古墳時
代中期の古墳の存在が注目されます（写真13）。検出された方形周溝墓は、一辺が約
12m程度で、周溝の幅は約1.6～1.8mでした。周溝の覆土からは古墳時代前期の壺・
甕・高坏などが出土しており（写真14）、特に口縁部がS字状に屈曲して開く東海系
のS字状口縁甕の出土が注目されます。
　検出された古墳（ 1 号古墳）は、周溝の外径で約20mの規模を有しており、周溝の
断面形は緩やかに開く逆台形をしています。周溝の幅は約1.8mで、調査区の南側へ
続いています。この周溝の覆土からは古墳時代中期前半の土師器片や須恵器の甕片な
どが出土しています。小船森遺跡B地区でも同時期の古墳が見つかっており、周辺に
古墳群を形成する可能性があります。

写真13　古墳と方形周溝墓（東から）



－ 14 － － 15 －

　隣接する小船森遺跡A地区では古墳時代前期の住居跡が見つかっていましたが、こ
こでは古墳時代前期の竪穴住居跡 2 軒と古墳時代中期の竪穴住居跡 6 軒を確認しまし
た（写真15）。調査区の北西で確認した 3 号竪穴住居跡は貼床を持つ住居で、貯蔵穴
を伴っていました（写真16）。
　神奈川県西部では、古墳時代前期末から後期初頭（ 5 世紀～ 6 世紀前半）まで遺跡
数が激減し、考古資料が非常に希薄な時期を迎えます。その要因として、大規模な地
震の影響や集落の立地する場所が台地上から低地へ移動したことなどが考えられてい
ます。

２　前羽小学校周辺の遺跡 ―前
まえ

川
がわ

向
むかい

原
はら

遺跡第Ⅰ地点・前
まえ

川
がわ

山
さん

王
のう

前
まえ

遺跡第Ⅱ地点―

　前羽小学校の西側に位置する前川向原遺跡第Ⅰ地点は、標高約16mの砂丘上に形成
されています。この砂丘上に遺跡が立地するため、地山は砂層です。調査では、古墳
時代前期の方形周溝墓と奈良・平安時代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡を検出しました。

写真14　�１号方形周溝墓から出土した
土器（南西から）

写真16　�古墳時代中期の３号竪穴住居跡
　　　　（南から）

写真17　�古墳時代中期の貯蔵穴から出土した
土器（北西から）

写真15　古墳時代中期の竪穴住居跡（南から）
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　検出された古墳時代の方形周溝墓の一辺の長
さは 7 m以上で、主体部は削平されていました。
前川向原遺跡第Ⅰ地点の東側では、標高約26～
29mの一段高い段丘面上で古墳時代前期の竪穴
住居跡などが検出されており、ここで見つかっ
た方形周溝墓はそれらの集落の墓域である可能
性が考えられます。
　奈良・平安時代になると、わずかに竪穴住居
跡と掘立柱建物跡、柵列などが見つかった程度
で、小規模な集落が展開していたと考えられま
す（写真20・21）。

写真18　�前川向原遺跡第Ⅰ地点第１区の溝と土
坑（南西から）

写真20　�竪穴住居のカマド煙道と甕（南東から）

写真19　前川向原遺跡第Ⅰ地点第２区の古墳時
代前期の方形周溝墓と竪穴住居跡（北東から）

写真21　�重なり合う住居（南から）

第８図　 前川山王前遺跡第Ⅰ地点
遺構配置図
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　前川山王前遺跡第Ⅱ地点では、祠
ほこら

を祀った比高差 2 m程の塚状の高まりが存在し、
古墳の可能性が想定されることから発掘調査が行われました（第 8 図）。調査の結果、
塚状の高まりは人工的な盛土構築の可能性は低いことがわかりましたが、縄文時代晩
期から弥生時代前期の遺物包含層が検出され、曽我丘陵南東端部の暮らしの痕跡が明
らかになりました。

３　弥生人の祈り －羽
は

根
ね

尾
お

堰
せき

ノ
の

上
うえ

遺跡－

　現在の橘中学校の敷地内にも遺跡があります。
ここには、羽根尾堰ノ上遺跡と呼ばれる遺跡が
あり、昭和58年（1983） 8 月 1 日から11月30日
まで発掘調査が行われました。弥生時代中期の
宮ノ台式期の土器が大量に出土しており、鳥形
土器（写真24）や大型の壺（第 9 図）などを伴
うことから、ムラの有力者または特別な位置に
あった世帯の住居があったと考えられています。
この鳥形土器は鳥の羽根の模様のような表現が
赤彩されています。土器を鳥の形にしているも
のは全国的にも希少で注目されます。
　本書の第Ⅱ章で紹介した弥生時代の「絵画」
と同様に、弥生時代の人々の精神世界や水田稲
作への思いを探る資料として大変貴重なものと
いえるでしょう。

写真22　羽根尾堰ノ上遺跡の住居跡

写真23　住居から出土した土器

写真24　羽根尾堰ノ上遺跡出土鳥形土器 第９図　宮ノ台式期の壺
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４　県内屈指の横穴墓密集地
　羽根尾横穴墓群は、 6 世紀後半から造営が始まり、 8 世紀初頭まで使用されていま
した。
　横穴墓とは、古墳時代後期を中心に造られた墓で、丘陵の斜面や崖を利用して洞穴
のように掘りこんだ埋葬施設です。限られた範囲にまとまって構築される傾向があり
ます。横穴墓は当時の有力者の家族墓であると考えられており、追葬が行われる例も
あります。神奈川県内では、小田原市東端部から大磯町・平塚市西端部にかけて広が
る大磯丘陵に1,200基近い横穴墓が分布し、屈指の横穴墓密集地として知られていま
す。
　近年では横穴墓と古墳の分布の比較から、古墳から墓制を変換して横穴墓を採用し
たのではなく、横穴墓を本来の墓制とする集団が、古墳の分布とは異なる地域に定着
した可能性が指摘されています。

写真29　横穴墓内部の棺座

写真30　谷津横穴墓群出土遺物

写真25　谷津横穴墓群

写真28　横穴墓内部の様子

写真27　穴口横穴墓群写真26　板取横穴墓群
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５　学史に残る遺跡 －殿
との

窪
くぼ

遺跡と道
どう

場
じょう

城
しろ

山
やま

遺跡－
　殿窪遺跡と道場城山遺跡は、二宮町に隣接する小田原市山西に位置します。殿窪遺
跡は、大正4年（1915）に木槽の一部（川勾神社に保管）が発見されたことから、日
本考古学の礎を築いた石

いし

野
の

瑛
あきら

や大
おお

場
ば

磐
いわ

雄
お

に注目された、学史上重要な遺跡の一つです。
　道場城山遺跡は、「城山」と呼ばれる長径60m、短径24m程の丘陵に位置します。

『新編相模國風土記稿』の前川村の条に「城山、東方にあり、淘綾川勾村に跨れり、
城蹟なるべけれど、今其伝を失ふ」と記されることから、中世の城館が存在したと考
えられてきました。
　昭和62年（1987）から平成元年（1989）に行われた発掘調査は、調査内容に課題が
あり検証が必要ですが、縄文時代前期の遺物包含層と古墳時代前期の木製品集中、古
墳時代後期から奈良・平安時代の住居跡、中世の堀を検出しました。

第10図　縄文時代前期の土器
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　縄文時代前期は、本書第Ⅰ章で紹介したよ
うに、古中村潟の西岸に羽根尾貝塚が形成さ
れ、相模湾と周辺の山々の恵みを享受しなが
ら他地域の人々と活発な交流を図っていた時
代です。小田原市内では、縄文時代前期の遺
跡の分布は、酒匂川以東では中村川流域に集
中します。
　道場城山遺跡では、縄文時代の遺構は検出
されませんでしたが、縄文時代前期後半の
諸磯b式期の土器片が多量に出土しています

（第10図）。
　丘陵の間に形成された谷に立地する殿窪遺
跡（写真31）から古墳時代前期の梯子や田下
駄、建築部材などの木製品が多数出土しまし
た（写真33）。建築部材には、工具によって
加工された痕跡が残されており、木材を組み
合わせて水を流すための排水設備を構築した
可能性などが指摘されていますが、明確な遺
構を伴っていないため、今後の調査・研究が
期待されます。
　古墳時代後期から奈良・平安時代では、標
高25～27mの舌状台地の裾野で35軒の住居跡
を検出しています（写真32）。

写真31　殿窪遺跡（西から）第11図　古墳時代後期以降の住居
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　古墳時代後期の6世紀の終わり頃から東国では国
造制という制度を通して、ヤマト王権によって支配
が行われます。これは、在地の有力豪族を地方官

（国造）に任命することで間接的にヤマト王権が地
方を支配しようとした制度です。足柄平野から大磯
丘陵・秦野盆地にかけての地域は、師

し

長
なが

国造の支配
領域に比定することができます。
　国造に該当するような有力者の拠点を探る手掛か
りとなるのが、古墳や横穴墓、集落の分布です。中
村川下流域は羽根尾横穴墓群をはじめとして、県内
屈指の横穴墓密集地として知られています。
　中村川左岸では発掘調査事例が限定的なことを考
慮する必要はありますが、道場城山遺跡・殿窪遺跡
に営まれた集落に暮らした人々と横穴墓には密接な
関係があった可能性があります。
　中世になると「中村荘」を本拠地とした中村氏一
族が、土肥・土屋・二宮などに分かれ、西相模一帯
に勢力を拡大しました。『吾妻鏡』には文治元年

（1184）10月29日の夜、源頼朝が中村氏の館に宿泊
し、相模国の御家人が悉

ことごと

く参集したと記されていま
すが、その居館はどこにあったのでしょう。市内小
竹には中村氏居館跡の想定地があり、五輪塔が祀ら
れ地域の人々に大切にされています。
　道場城山遺跡の調査では、中村川左岸の最南端の
尾根に56本の調査区を設定し、 2 条の堀を確認して
います。堀の法面の角度は約38度、深さは2.6mで、
堀幅は5.2～8mと4.7～4.9mで、丘陵をほぼ東西方向
に横断します。部分的な調査でしたが、中村氏ゆか
りの堀の可能性があり、この地に居館があったのか
もしれません。

写真32　住居跡の検出状況（北から）

写真33　出土した木製品

写真34　中世武士中村氏に関連する
　　　　堀か？
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Ⅳ　宝永火山灰の降灰

１　文献資料に残る富士山噴火の影響

　江戸時代になると、度重なる地震や火山噴火が発生し、住民は被害に苦しめられま
した。宝永 4 年（1707）11月に発生した富士山噴火は大きな被害をもたらしました。
当時の状況を詳細に記した文書が小船村に残されています（写真 2 ・35）。
　これは、足柄下郡小船村の名主が記したもので、被災後に小船村に支給された開発
金・馬飼料・麦種の購入資金を村人に分配した帳簿です。余白には砂降りの様子が書
き込まれ、曽我丘陵東側一帯の被災状況を伝えています。
　小船村の記録では、鮮明に当時の状況が記されています。11月22日夜に小さな地震

が数回あり、翌23日の午前10時頃から雷のよう
な音が鳴り響き、黒石混じりの軽石が降ってき
ました。夜の 8 時過ぎから火山灰が降り始めま
した。火山灰は翌日も降り続き、昼間であるに
もかかわらず砂煙で闇夜のようになり一日中灯
りを用いていたようです。25・26日になっても
爆発音は続き、火山灰が静かに降り続きました。
27日にも降灰は続き、噴火の音と地震がたびた
び起きました。29日以降、火山灰はようやく少
なくなり音も静かになりましたが、その後も12
月 8 日ごろまでは火山灰が降り続きました。
　当時、稲はすでに収穫済みの季節でしたが、
田畑には麦が作付けされていました。田畑や野
山は一面の砂場となり、村々は途方に暮れる状
況に追い込まれてしまいました。
　降り積もった火山灰の深さは、小船村では 4
寸から 5 寸（12～15㎝）で、麦は全滅しており、
甚大な被害となりました。この記録には、砂降
り後の農作物の生育状況も記録されており、耕

写真35　詳細に記された火山灰の様子
『開発馬飼料麦種買代三色金割付連判帳（小田
原市立中央図書館蔵）』
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作環境の変化に試行錯誤する農民の様子がうかがえます。

２　発掘された江戸時代の耕作の痕跡

　宝永噴火については、これまで火山学・文献史学から多くの研究がなされてきまし
た。近年、河村城跡（足柄上郡山北町）や新東名高速道路の建設に伴う発掘調査が行
われた横野山王原遺跡（秦野市）などで「天地返し遺構」と呼ばれる遺構が見つかり、
注目されています。これは、田畑に降り積もった砂を掘り埋めて復旧した痕跡です。
横野山王原遺跡では、広大な範囲で天地返し遺構が見つかり、地割ごとに様々な形態
の溝が掘られていました。
　発掘調査の際には宝永火山灰は年代を判別する鍵層の一つとなっています（写真
36）。黒い細かい粒子の中に、極小の赤い粒が点在するという特徴を持ちます（写真
36の丸の中）。
　小船森遺跡や中村川下流域の遺跡では、近世の遺構として畑の耕作に伴う耕作痕な
どが見つかっています（写真37）。このような畑の耕作痕は、発掘調査の際にはつい
看過されてしまいがちです。しかし、小船村に残された文献資料を見ていくと、この
地に暮らした人々が試行錯誤しながら未曾有
の被害を乗り越えようとした姿が見えてきま
す。
　現代に生きる私たちも、先人たちに学びな
がら日々を過ごしていく必要があるのかもし
れません。

写真36　宝永火山灰サンプル
写真37　 小船永福遺跡第Ⅰ地点の近世

耕作跡（南から）
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第12図　関連年表
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戦国時代

江戸時代

箱根火山の爆発的噴火

細石刃が日本列島全体に広まる

土器・石鏃の使用が始まる

気候温暖化による海水面上昇

羽根尾貝塚がつくられる

東日本で環状集落がつくられる

久野一本松遺跡の環状集落

祭祀道具の発達

水稲耕作の本格的な開始

中里遺跡の出現

前方後円墳の築造開始

久野古墳群の成立

千代寺院跡の造営

師長国造によって足下、足上、
余綾の郡に分割統治される

1192　源頼朝が征夷大将軍に
 任じられる

小田原城が築城される

小田原城総構の完成

1590　豊臣秀吉の小田原攻め

1603　江戸幕府が開かれる

1707　富士山宝永の大噴火

1853　ペリー来航

1万6000年前
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中村氏居館跡
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小船村の記録

第12図　関連年表

約5万年前

千代南原遺跡や千代吉添遺跡に
環濠集落が展開
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